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先般6月25日に開催しました、
第24回通常総代会は、昨年に引
き続きコロナ感染防止のため書
面による議決権行使でおこなわ
れ、全議案とも賛成多数で可決
終了しました。　

言うまでもなく、総代会は 
JAの最高の意思決定機関とし
て、「協同活動の成果と目標」や

「自己改革の取り組み」を総代の
皆様と共有・評価・改善につな
げていく場であり、今年も「意見
書」にてJA事業・運営に対する
ご意見をお寄せいただきました。
いただいた貴重なご意見・ご要
望は今後の事業運営に活かして
参りたいと考えておりますので
よろしくお願いいたします。

昨年来のコロナ禍は、農業・
地域社会・JAにとって大きな

影響を与えている一方で、農産
物の国産志向・食料自給率の重
要性が再認識されたことや、地
方への関心の高まり、デジタル
化（ＤＸ）の進展など、新たな潮
流・価値観が生まれました。

私たちのJAにおいても、「食と
農を基軸に地域に根ざした協同
組合」として、○地域の食と農を
守り支え、○人と人とのつながり
を通じ地域･くらしに貢献し、○
持続性を高めるために経営の革
新を図ることを社会的使命・存
在意義とし、助け合いの精神のも
と、○組合員の｢期待と負託｣に 
応え、○わがJA意識へ｢対話と
共有｣ を図り、○持続可能性へ 
｢変革と成長｣を実現することを
行動基準に、めまぐるしい環境
変化に的確にスピード感をもっ
て対応していくことが重要であ
ることを再認識いたしました。

私 た ち の JA は、9月 か ら 合
併25年目に入り、今秋には第
29回 JA 全国大会（10/29）や第
29回 京 都 府 大 会（11/12）が 開
催されます。JAグループの今
後3か年の取り組み方針など
を決定し、来年度から始まる 

「JA京都にのくに中期3か年計
画」にもその内容を反映し実践
することとなります。

過去来、組合員との徹底した
対話をもとに、基本目標である

「農業者の所得増大」「農業生産
の拡大」「地域の活性化」や、「ス
リムで強固な経営基盤」の確立
をめざし、自らJAの創意工夫・
選択に基づいた事業・経営改革
に取り組んでまいりました。

今後も、コロナ禍や天候不順
などの影響で、農産物の消費や
価格の低迷する中、農家にとっ
ても大変厳しく先行き不透明な
環境ですが、ブランドを活かし
た儲かる農業や需要に見合う生
産の確保に取り組むとともに、
組合員・地域住民の皆さんに
とって、「なくてはならない組織」
であり続けるため、持続可能な
経営基盤の確立・強化に向けた
｢不断の自己改革｣の取り組みを
継続いたします。

組合員各位には、引き続きコロ
ナ感染防止対策の徹底などご健
康に留意され、一層のJA運動へ
のご結集と事業へのご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

2021年7月

第24回 通常総代会を終えて
組合員や地域の皆さんにとって

「なくてはならない組織」であり続けるために
持続可能な経営基盤の確立と強化に向けた｢不断の自己改革｣の継続。

京都丹の国農業協同組合
代表理事組合長 迫沼 満壽
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2020年度 ＪＡ京都にのくに活動の成果
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組合員資格確認のお願い
　当ＪＡ定款規定により、組合員加入申し込み時の提出書類記
載事項に変更があった場合は、その旨をお申し出いただくことと
なっております。
　つきましては記載事項である氏名・住所・電話番号等に変更が
ございましたら、最寄りの当 JA 各支店までお申し出いただきま
すようお願いします。また、組合員資格をお持ちの方がお亡くな
りになった場合も同様に、最寄りの当 JA 各支店までお申し出い
ただきますようお願いします。

第２４回通常総代会提出議案
第１号議案  第24年度（2020年度）事業報告及び 

剰余金処分案について
第２号議案 共済規程の変更について
第３号議案  第25年度（2021年度）事業計画の 

設定について
第４号議案     第25年度（2021年度）における理事 

及び監事の報酬について
全議案、賛成多数により可決されました。 
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　ＪＡ京都にのくには、マルチや鎌、くわなど農業関連
資材を扱う店舗運営について、福農産業と業務提携を
１月に締結し、同社が展開する小農具専門店「グリー
ン・ハンズ」を４月に「にのくに大江店」と「にのくに
加佐店」、６月26日には「にのくに豊里店」の３店が今
年新たにオープンしました。
　当ＪＡは自己改革の柱として「持続可能な経営基盤
の確立・強化」を掲げており、効率的な店舗運営の実
現と組合員の利便性・満足度の向上を狙った事業改
革の検討を重ねた結果、農業資材を専門に取り扱う同
社と業務提携契約を結び、店舗運営ノウハウや資材調
達力を活用することで従来より品ぞろえを大幅に強化
するとともに安価な価格での販売を実現しました。
　新たにオープンした「にのくに豊里店」はオープン
当日、多くの来店者で賑わいました。

舞鶴市が市民の健康増進と多様な交流・賑わいの拠点として、旧舞鶴市民病院西棟に多世代交流施設
「まなびあむ」が整備され、7月18日に施設の利用が開始されます。

ＪＡ京都にのくには舞鶴市がめざす「多世代がつながる場づくり・地域づくり」への貢献に
向け舞鶴市と協調し、彩菜館東舞鶴店（同市浜）を7月18日、舞鶴東支店（同市平）を
7月26日に同施設１階に移転オープンし、農産物の直売や金融サービスの提供を
通じて多くの人々が集う同施設の設立理念に貢献してまいります。
今後も管内３市など行政組織や地域団体と連携・協調し、地域の活性化に取
り組んでまいります。

行政・地域と連携した地域活性化の実現

住　　所　舞鶴市字溝尻１５０番地１１
営業時間
舞鶴東支店▶︎�平日��８：４５～１１：３０
　　　　　　�　　12：３０～１５：００
彩菜館東舞鶴店▶︎�年中無休（年末年始は除く）
　　　　　　　　��９：００～１６：３０

組合員の
利便性を図る

民間との業務提携
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　組合員や地域の 皆さんにとって

　　「なくてはな らない組織」

　　　　であり続 けるために

　　持続可能な経 営基盤の確立と

　　　　　強化に 向けた

　　｢不断の自己 改革｣ の継続
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　ＪＡ京都にのくにでは、女性の意思と感性を活かすため、ＪＡの運営や活動に女性の意見を取り
入れてまいりました。なかでも女性部は毎年、常勤役員と本部役員が意見交換する場を設け、女性
ならではの視点でさまざまな要望や提言をするとともに、各支店で組織される「支店活動活性化委
員会」でも中核的な役割を果たされています。
　また、管内の女性が文化・福祉・教育などを通じて元気な地域づくりと仲間づくりを目的に「女
性大学」を開校しております。今年度で1０期生を迎え、卒業生の中から独自のグループが立ち上が
るなど、新たな活動が生まれており、地域で組織される女性支部との交流によって新たな地域の活
性化にも貢献しています。
　さらにＳＤＧｓの実践活動として、女性の営農活動
を支援する目的で３月に女性限定の農機具講習会を
開催するなど、新たな視点で地域農業で現在クロー
ズアップされている女性農業従事者との関係を深め、
サポートすることにより地域農業をはじめとした地域
の活性化と豊かな暮らしの実現に貢献しています。

　農業環境の変化や社会のデジタル化の進展など新たな時代に対応した
営農支援活動を実践しており、今年度より水稲や園芸などの栽培に関す
る営農情報をタイムリーに発信するため、メッセンジャーアプリ“LINE”を
活用した「JA京都にのくに営農情報公式LINEアカウント」を開設し、病
害虫発生情報やその対処法、生産資材情報をはじめスマート農業関連情
報など最新の営農情報を「LINE」を活用してお手元にお届けしています。
　万願寺甘とう部会では、栽培管理記録の省力化・ＪＡと生産者の栽
培状況の共有に向けて、栽培管理記録システム「あい作」を本年度よ
り試験導入し、９2人の生産者とともに栽培記録のペーパーレス化など
の実証試験にも取り組んでいます。
　また、農業労働力の確保に向けた取り組みとして、農業に関心のあ
る求職者と農業求人者のマッチングサービス「援農サポート」制度を
2０1９年度より導入し、農業労働力不足の解消と生産規模拡大の下支え
となるよう制度運用を実施しています。
　これからも生産者の皆さまとの対話を通じて、時代に即した営農支
援活動を展開してまいります。

女性の活動参画による地域の活性化と豊かなくらしの実現

営農情報公式LINEアカウント

女性部を中心とした花壇整備

女性部本部役員とＪＡ常勤役員との懇談会

女性のための農機具講習会の開催

営農情報公式 LINE
アカウント登録は、
右のＱＲコードをス
マートフォンなどの
カメラにて読み込ん
でください。
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新たな時代に対応した営農支援活動の実践
























